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■作品タイトル

■提案要旨

※なぜこのような提案としたのかという理由や、特に工夫した点、アピールしたい点などを自由に記載してください。

様式１

オオイパブリックライフの提案  
-都市交通空間の活用からまちの未来を考える-

　これまで日本の都市は膨大な投資を糧に一点集中型の開発を繰り返すことで再生を図って

たが、オープン時の話題性につられて訪れたきりという人は少なくない。一方、都市交通空間

では移動と安全が絶対条件のもと車と人の共存が永遠のテーマとなり、都市交通空間が人々

の活動の場としての開発対象には挙げにくい状況にある。その中、1997年にフランスのラ・ロ

シャルで始まった「カーフリーデー」や「モビリティーウィーク」など、都市の中心部で自動車を

使用しないことで、交通や環境、都市生活と車の使い方の問題について考える社会実験が世

界各国で行われており、日本でも取り入れる都市が増えている。

　大井町駅西口周辺には中央通りや立会道路、駅前ロータリーなど様々な都市交通空間が存

在するが、自動車交通への負担が大きく、人々が活動できるパブリックスペースは少ない。都市

交通に関する社会実験により、今一度自動車交通の考え方を整理する必要があると考える。さ

らに、都市交通空間を人々のコミュニケーションを育む場として捉え直し、都市と人々との関わ

りを誘発する移動可能な建築「モバイルアーキテクチャー」を通した「パブリックライフ」を示し

ていくことが、大井町のまちの未来を予想させるはずである。

　大井町の近隣商店やまちづくり大井をはじめとするNPO団体、各種行政団体が、独自のチー

ムとルールをつくり運営する「モバイルアーキテクチャー」。これがきっかけとなり、大井町駅西

口周辺の都市交通空間が人々の活動の場となっていくことで賑わいを生む。同時に、子供や老

人に安心・安全な場の確保や、災害時に市民が集える場としての活用にもつながる。良質な公

共空間とそこでの都市コミュニケーションの在り方を問うことは、他者との関わりを持ちながら

過ごす社会的な生活「パブリックライフ」の充実につながる。我々はここに「オオイパブリッライ

フ」を提案する。


